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令和元年度 第２回新任教員研修会（宿泊研修） 要項 
（参加の目安：１～２年目の教員を対象） 

 
１ 日  時   令和元年 ７月２４日（水）13:15～20:30 
              ７月２５日（木） 9:00～20:30 
              ７月２６日（金） 9:00～12:00 
 
２ 場  所   清稜山倶楽部 
         （福島県郡山市熱海町熱海五丁目１８番地 ℡：024-984-2811） 
 
３ テ ー マ   「子どもたちの今と未来の幸せをねがって 

～一人一人の豊かな育ちを支える質の高い幼児教育を～」 
 
４ 趣  旨    新年度が始まり２ヶ月が過ぎ、お子さん達も徐々に新しい環境に馴染

んできた頃ではないでしょうか。７月も近づきいよいよ夏、そして秋の
行事に向けて動き出す頃かと存じます。 

          さて、今年度も新任宿泊研修を下記の日程で行います。新任の方々と
しては、社会人の第一歩として、そしてお子さん達を保育する中で緊張
を重ねているかと思われます。行事なども多い夏休みではありますが、
より充実した２学期を迎え、お子さん達とより良い関係を築き、より良
い学びを経験するためにも、講師陣や同じ思いや悩みを持つ仲間達との
研修を通じ、新たな学びや、これまでの経験を振り返り、２学期への糧
にして欲しいと考え、計画いたしました。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 

５ 日  程 
１日目（7/24 水） ２日目（7/25 木） ３日目（7/26 金） 

12:30～ 

受付 

朝食 朝食 

9:00～12:00 研修④ 
「幼児期におけるインクルー
シブ教育の考え方」 

小林 徹先生 
 

9:00～12:00 研修⑦ 
「“予防”を踏まえた救命救急
法について」 

郡山消防署熱海分署の方々 

 12:00～13:00 昼食 
閉会式・解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:15 開会式 13:00～17:30 研修⑤ 
「ものづくりの楽しみ。そして
互いの表現を受け止める」 

芳賀 哲先生 
 
 
 
 

 

13:30～14:00 研修① 
｢オリエンテーション ～充実
した宿泊研修にするために～｣ 

賀門康博先生 
 

14:10～17:00 研修② 
「運動遊びと子どもの発達」 

石河満枝先生 

17:00～18:50 
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ﾁｪｯｸｲﾝ・夕食 

18:00～19:00 

夕食 

18:50～20:30 研修③ 
「４～７月の保育の振り返り」 

高橋 昇先生 
 
 

19:00～20:30 研修⑥ 
「ものづくりの楽しみ。そして
互いの表現を受け止める」 

芳賀 哲先生 
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６ 研修内容・講師（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 
 
 研修①「オリエンテーション ～充実した宿泊研修にするために～」 
     講師：賀 門 康 博 先生（教研副委員長・郡山女子大学附属幼稚園 園長） 

グループを作り自己紹介！久しぶりに会った友だちも、新しい仲間もこれから一緒に楽しむ
ためのスタートです。ワークなどを通じ、これからみんなで学ぶための理解を深めます。 

 
 研修②「運動遊びと子どもの発達」【C2-Ⅰ】 
     講師：石 河 満 枝 先生 

（ラビット体操クラブスタッフ・g3playクラブ クラブ長） 
子どもの発達に欠かすことの出来ない運動遊び。実際のワークも多く行いながら、理論的な

講義を通して、頭と体で運動遊びについての理解を深めましょう。本研修には動きやすい服

装で臨んでください。 

 
 研修③「４～７月の保育の振り返り」【B5-Ⅰ】 
     講師： 高 橋  昇 先生（教研委員長・原釜幼稚園 園長） 

慌ただしく過ぎた一学期。現場に出て感じた事や、難しさなどを振り返りつつ、教研委員や
参加者と話し合う事で、様々な見方や解決の糸口を探してみましょう。 

  
研修④「幼児期におけるインクルーシブ教育の考え方」【D3-Ⅰ】 

     講師：小 林  徹 先生（郡山女子大学短期大学部 教授） 
保育場面において気になる子や支援が必要な子はいることが前提となっています。一人一人

の子ども達の育ちを大切にするインクルーシブ教育の考え方について、理解を深めましょう。

講義中心の研修となります。 

                 

 研修⑤⑥「ものづくりの楽しみ。そして互いの表現を受け止める」【B3-Ⅰ】 
     講師：芳 賀  哲 先生（仙台青葉学院短期大学 教授） 

子ども達の造形遊びは密接に表現活動と繋がっています。これは当たり前のように思えます

が、とかく造形活動は技術の習得に目が向かいがちです。受講者同士のコミュニケーション

を深めながら表現のための造形遊びについて再確認してみましょう。「Ｚ画」作りを通したワ

ークを中心に行いながら、保育に繋げる実践的な研修です。 
 
 研修⑦「“予防”を踏まえた救命救急法について」【A2-Ⅰ】 
     講師：郡山消防署熱海分署の方々 

AED の使い方や心肺蘇生法といった具体的な救命救急法を理解するとともに、「予防救急プ

ロジェクト」の一環として、日常生活の中で乳幼児の誤飲などの事故を防ぐためのポイント

を学びます。ワーク＋講義となります。 
 
 
 
 
 
 
〈受講者の持参物〉 
 ・研修ハンドブック 
 ・研修②・・・・動きやすい服装（服、靴）で受講してください。 
 
 
 


